
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
整
備
促
進

防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く
り
へ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
全
国
展
開

国
交
省

協
議
会
中
小
建
設
業
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入

グ
リ
ー
ン
社
会
へ
推
進
本
部

国
交
省
環
境
保
全
と
経
済
成
長
を
両
立

国
土
交
通
省
は
七
月
十
四
日
、
第
四
回
「
防
災
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
会
議
」
（
座
長
・
堤
洋
介
国
土
交
通
省
都
市

局
都
市
計
画
課
長
）
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
し
た
。
流
域
治
水
の
一
環
と
し
て
新
た
に
浸
水
被
害
防
止
区
域
な
ど
を
移
転

促
進
区
域
に
追
加
す
る
と
と
も
に
、
市
街
地
の
安
全
性
を
強
化
し
、
防
災
・
減
災
が
主
流
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
。
地
区
単
位
の
浸
水
対
策
と
し
て
敷
地
の
嵩
上
げ
や
住
宅
の
高
床
化
に
加
え
、拠
点
と
な
る
避
難
施
設
・

避
難
路
や
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
を
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
地
区
計
画
に
位
置
づ
け
る
方
針
だ
。

防
災
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
は

市
町
村
の
立
地
適
正
化
計
画

に
お
け
る
防
災
指
針
の
作
成

な
ど
を
支
援
し
、
地
域
の
安

全
性
を
確
保
し
つ
つ
都
市
の

コ
ン
パ
ク
ト
化
を
推
進
し
て

い
る
。
関
係
省
庁
の
防
災
関

係
部
局
に
よ
っ
て
昨
年
七
月

に
設
置
さ
れ
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
の
相
談
・
支
援
体
制
を
構

築
し
て
い
る
。

当
日
の
会
議
で
は
危
険
な

エ
リ
ア
か
ら

の
移
転
や
市

街
地
の
安
全

対
策
を
一
段

と
加
速
し
、

防
災
・
減
災

が
主
流
と
な

る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て

い
く
こ
と
で
一
致
。
移
転
促

進
区
域
の
要
件
を
さ
ら
に
拡

充
し
、
災
害
が
発
生
し
た
地

域
や
災
害
危
険
区
域
に
加

え
、
新
た
に
浸
水
被
害
防
止

区
域
・
地
す
べ
り
防
止
区
域

・
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

・
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

を
指
定
す
る
。
事
業
の
担
い

手
も
都
道
府
県
・
Ｕ
Ｒ
に
拡

充
し
、
住
宅
団
地
の
整
備
に

併
せ
て
移
転
す
る
要
配
慮
者

施
設
の
土
地
の
整
備
費
を
支

援
す
る
。
ま
た
グ
リ
ー
ン
イ

ン
フ
ラ
を
活
用
し
、
都
市
緑

地
法
に
基
づ
く
特
別
緑
地
保

全
地
区
の
指
定
対
象
と
し
て

雨
水
貯
留
浸
透
能
力
の
高
い

緑
地
を
追
加
す
る
。

市
街
地
の
安
全
性
の
強
化

で
は
水
災
害
な
ど
の
発
生
時

に
住
民
の
避
難
・
滞
在
の
拠

点
と
な
る
ホ
ー
ル
、
ス
ー
パ

ー
、
病
院
な
ど
を
都
市
計
画

に
位
置
づ
け
、
一
体
の
施
設

と
し
て
計
画
的
に
整

備
し
て
い
く
。
地
区

単
位
の
浸
水
対
策
で

は
敷
地
の
嵩
上
げ
や

住
宅
の
居
室
の
高
床

化
を
地
区
単
位
で
ル

ー
ル
化
す
る
と
と
も

に
、
防
災
の
観
点
か

ら
必
要
な
避
難
施
設

・
避
難
路
や
雨
水
貯

留
浸
透
施
設
を
地
区

計
画
に
明
確
に
位
置

づ
け
て
一
段
と
整
備

を
促
進
す
る
。

国
土
交
通
省
は
七
月
十
四

日
、
第
十
三
回
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導

入
協
議
会
」
（
議
長
・
建
山

和
由
立
命
館
大
学
理
工
学
部

教
授
）
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
し

た
。
建
設
現
場
の
生
産
性
向

上
を
図
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
最

近
の
活
用
状
況
な
ど
を
踏
ま

え
、
新
た
に
中
小
建
設
業
な

ど
の
未
経
験
企
業
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
う
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
制
度
を
全
国
展
開
し
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
施
工
の
一
層
の
普
及
促

進
に
努
め
て
い
く
。

生
産
年
齢
人
口
の
さ
ら
な

る
減
少
が
予
想
さ
れ
る
中
、

建
設
分
野
に
お
け
る
生
産
性

向
上
は
避
け
ら
れ
な
い
重
要

課
題
だ
。
こ
の
た
め
同
省
は

魅
力
あ
る
建
設
現
場
実
現
へ

ｉ

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
を
推
進
し
て
い
る
。

一
般
社
団
法
人
建
設
産
業
専

門
団
体
連
合
会
な
ど
が
参
加

す
る
同
協
議
会
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
の
活
用

に
よ
る
生
産
性
向
上
へ
各
業

界
団
体
の
意
見
を
聴
取
し
、

課
題
解
決
に
向
け
た
共
通
の

認
識
を
深
め
て
い
る
。

当
日
の
協
議
会
で
は
中
小

企
業
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

の
普
及
状
況
な
ど
を
確
認
。

そ
れ
に
よ
る
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
設

機
械
を
使
用
し
な
い
簡
易
型

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
は
令
和
二

年
度
で
百
十
件
に
の
ぼ
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

簡
易
型
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
で

は
起
工
測
量
か
ら
電
子
納
品

の
各
段
階
で
三
次
元
デ
ー
タ

の
部
分
的
活
用
を
選
択
す
る

こ
と
が
可
能
だ
。

こ
れ
に
伴
い
一
部
の
地
方

整
備
局
で
導
入
が
進
ん
で
い

る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
今

年
度
か
ら
全
国
規
模
で
展
開

す
る
。
ア
ド
バ
イ
ス
の
内
容

は
綿
密
に
分
析
し
、
研
修
教

材
や
事
例
集
の
作
成
な
ど
に

活
用
し
て
い
く
。

国
土
交
通
省
は
七
月
十
九

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央

合
同
庁
舎
三
号
館
会
議
室
で

第
一
回
「
国
土
交
通
省
グ
リ

ー
ン
社
会
実
現
推
進
本
部
」

（
本
部
長
・
赤
羽
一
嘉
国
交

相
）
を
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用

し
て
開
催
し
、
国
土
交
通
グ

リ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
着
実

な
実
行
へ
本
格
的
な
取
り
組

み
を
開
始
し
た
。
全
省
一
丸

と
な
っ
て
環
境
保
全
と
経
済

成
長
が
両
立
す
る
グ
リ
ー
ン

社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
。

グ
リ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
は

グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現
に
向

け
て
戦
略
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
設
備
な
ど

に
重
点
的
に
資
金
を
配
分
す

る
グ
リ
ー
ン
投
資
を
推
進
す

る
。
と
く
に
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸

化
炭
素
）
排
出
量
の
約
五
割

を
占
め
る
運
輸
・
家
庭
・
業

務
部
門
を
所
管
す
る
同
省
は

全
省
的
な
推
進
体
制
を
立
ち

上
げ
て
二
〇
三
〇
年
度
四
六

％
排
出
削
減
、
二
〇
五
〇
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達

成
へ
邁
進
し
て
い
く
。

初
会
合
で
は
赤
羽
本
部
長

が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
近
年
の
気
候
変
動
に
よ
る

自
然
災
害
の
激
甚
化
・
頻
発

化
を
踏
ま
え
、
待
っ
た
な
し

の
課
題
で
あ
る
温
暖
化
対
策

に
向
け
て
グ
リ
ー
ン
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
全
省
で
実
行
す
る
。

関
係
省
庁
や
産
業
界
と
の
連

携
を
一
層
強
化
し
な
が
ら
、

脱
炭
素
が
主
流
と
な
る
社
会

を
実
現
し
て
い
く
」
と
決
意

を
表
明
し
た
。

雨水貯留浸透能力が高い緑地のイメージ

雨水貯留浸透施設のイメージ

赤羽国交相

建山議長
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